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近代図書館の誕生 

４月 30 日は図書館記念日です。日常生活においてあまり聞き馴染みのない記念日かもしれま

せん。今から約 70 年前の昭和 25（1950）年のこの日、図書館法が公布されました。図書館法の

公布により、公共図書館の図書貸出の無料原則や各サービス機能が明文化されました。この法律

が現代に続く近代的な公共図書館の基礎となっています。今月号では、私たちの身近にある近代

図書館の誕生について、新藤透著『図書館の日本史』により紹介します。 

明治５（1872）年に東京都文京区にあった湯島聖堂内に「書籍館
しょじゃくかん

」が設立されたのが近代の

図書館の始まりと言われています。ちなみに近代より前の時代にも図書館に類する施設は存在

していました。金沢流北条氏が創設した「金沢文庫」や下野国の足利学校の付属文庫が代表例と

して挙げられます。また江戸時代に入ると「貸本屋」と呼ばれる料金を徴収して図書を貸す商売

人が現れました。図書の貸与を行うという点で、図書館と類似してい

ました。 

幕末から明治にかけて日本は急速に西洋の文化を積極的に取り込ん

でいきます。その時代の流れの中で、西洋の図書館制度を導入しよう

とする動きが活発になります。西洋の図書館制度を日本で最初に紹介

したのは福沢諭吉といわれています。福沢諭吉は幕府の命により使節

団の一員として欧米各地を歴訪しました。欧米各地で見聞した西洋諸

国の様子をまとめた「西洋事情」のなかで、西洋の図書館について次の

ように紹介しています。 
 
「西洋諸国の都府に文庫あり。『ビブリオテーキ』と云ふ。日用の書籍図面等より古書珍書

に至るまで万国の書皆備り、衆人来たりて随意に之を読むべし。」 
 
西洋の「ビブリオテーキ（文庫）」には様々な図書が揃っており、

自由に来館して閲覧することができたと書かれています。この福沢諭

吉が記した「西洋事情」が近代図書館設立の火付け役になったことは

言うまでもありません。「西洋事情」が発刊されて６年後に「書籍館」

が設立され、日本における近代図書館が誕生したのです。 

最後に、町図書室では、毎月図書室だより「書窓」を発行していま

す。平成２年１月に「書窓」第１号が発行されてから、今号で第 400

号を迎えました。「書窓」の文字デザインやレイアウトは第１号から

変化はしましたが、図書の魅力を発信したいという思いは今でも変わ

りはありません。これからも「書窓」を通して図書の魅力を発信し続

けてまいりますので、ぜひ町図書室に足をお運びください。 

図 書 室 だ よ り 
編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

図書館の歴史に関する図書は、今
回紹介した図書以外にも町図書室
に配架されています。 

書窓第１号（平成２年１月） 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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